
第 ２ 章

主な母子保健事業実績



Ⅰ　県（保健所）で実施している

母子保健事業



１　検査

ア　先天性代謝異常等検査受検状況の年次推移
(ｱ)　昭和60年度～平成25年度

　

年度 受検児数
ﾌｪﾆｰﾙ
ｹ ﾄ ﾝ 尿

症
楓 糖 尿 症

ヒスチジン
血 症

ﾎﾓｼｽ ﾁﾝ
尿 症

ｶﾞﾗｸﾄｰｽ
血 症

先 天 性 副
腎 過 形 成

症
クレチン症 計（人）

S60～H４ 178,686 0 2 18 1 0 5 51 77

H５～H24 338,771 3 0 2 14 16 381 416

患者発見率 1/178,000 1/266,000 1/30,000 1/178,000 1/38,000 1/25,400 1/1,200

（注）　患者発見率＝疾患別患児数／受検児数（100未満四捨五入）

(ｲ)　平成26年度以降
　

年度 対象児数
受検児

数
ﾌｪﾆｰﾙｹﾄ
ﾝ 尿 症

楓 糖 尿 症
ﾎﾓｼｽ ﾁﾝ
尿 症

ｶﾞﾗｸﾄｰｽ
血 症

先 天 性 副
腎 過 形 成

クレチン症 そ の 他 計 （ 人 ）

平成26 14,236 15,295 1 1 21 1 24

27 14,125 15,212 1 11 1 13

28 13,688 14,725 9 2 11

29 13,209 14,217 3 10 1 14

30 12,956 13,684 10 10

令和元 11,977 12,985 1 8 1 10

11,638 12,985 6 0 6

- - - - - 1/2,000 -

1/27,500 1/８５１,200 1/212,800 1/35,500 1/19,800 1/1,300 -

イ　保健所別先天性代謝異常等疾病児数

ﾌｪﾆｰﾙｹﾄ
ﾝ 尿 症

楓糖尿症
ﾎﾓｼｽ ﾁﾝ
尿 症

ｶﾞﾗｸﾄｰｽ
血 症

先 天 性 副
腎 過 形 成

クレチン症 そ の 他 　計（人）

0

0

0

0

1 1

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0 0 1 0 1

4 4

0 0 0 0 0 5 0 5

1 1

0 0 0 0 0 6 0 6

（注）患児数は，同年度内において確定診断された者の数である。（初回検査の結果，経過観察となり翌年度以降に確定診断がついた者は除く。）

（注）患児数は，同年度内において確定診断された者の数である。（初回検査の結果，経過観察となり翌年度以降に確定診断がついた者は除く。）

（注）その他：タンデムマス法導入（平成24年10月）により新たに対象となった13疾患

　　　　(シトルリン血症１型，アルギニノコハク酸尿症，メチルマロン酸血症，プロピオン酸血症，イソ吉草酸血症，メチルクロトニルグリシン尿症
　　　　ヒドロキシメチルグルタル酸血症（HMG血症)，複合カルボキシラーゼ欠損症,グルタル酸血症１型，中鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症（MCAD欠損
　　　　症），極長鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症（VLCAD欠損症） ，三頭酵素/長鎖3-ヒドロキシアシルCoA脱水素酵素欠損症（TFP/LCHAD欠損症）
　　　　カルニチンパルミトイルトランスフェラーゼ-1欠損症)

(令和２年度)
疾 　　病 　　別 　　患 　　児　 　数

（注）全国患者発見率は，「先天性代謝異常等検査実施状況（令和２年度）」（厚生労働省子ども家庭局母子保健課）の数値。

総 計

名 瀬

徳 之 島

 （１） 先天性代謝異常等検査
　先天性代謝異常等検査は，生後４～６（７）日の新生児に血液検査を行い，疾患を早期に発見し，適切な治療を行うことによ
り障害の発症を未然に防止することを目的とする。

　　  疾 　　病 　　別 　　患 　　児　 　数

（注）　ヒスチジン血症は，平成４年９月１日より先天性代謝異常等検査対象疾患から除外された。

疾 　　病 　　別 　　患 　　児　 　数

2 患者発見率

（参考）全国患者発見率

計（県保健所）

鹿 児 島 市

計 （ 県 ）

県外からの里帰り

大 口

姶 良

志 布 志

鹿 屋

西 之 表

屋 久 島

 　　　　　　　　　　　　　　　　　区
分

指 宿

加 世 田

伊 集 院

川 薩

出 水
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　（１）　ハイリスク母子保健対策事業・小児慢性疾病児支援事業

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延

指宿 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2

加世田 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 4 4

伊集院 0 0 4 4 2 2 0 0 2 2 0 0 0 0 4 5 12 13

川薩 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 3 7 19 37 24 46

出水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 12 10 12

大口 0 0 2 2 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 2 2 6 6

姶良 1 1 4 4 3 3 0 0 1 1 0 0 0 0 16 24 25 33

志布志 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 4 4

鹿屋 1 4 4 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8 12 14 21

西之表 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 3 5 5 7

屋久島 2 2 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 2 5 9 9 15

名瀬 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 15 23 17 25

徳之島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 7 8 10 12

計 5 8 17 17 10 10 1 1 6 7 0 0 7 13 96 144 142 200

イ　面接・電話による支援状況 　 （令和２年度）

実

68

ウ　支援調整会議 （令和２年度）

エ　医療連携（医療機関での面接） （令和２年度）

4

0 0

9 11

その他

計

5

29

17

8

65

29

12

19

34

面接

1050106 86 374 595

２　保健指導・相談事業

疾病により長期に療養を要する児童やその家族，また，養育支援を必要とする妊産婦及び乳幼児に対し，関係機関と
連携し，相談支援や支援調整会議等を行い，児童と家族の負担や不安の軽減を図る。

ア　　ハイリスク母子・小児慢性特定疾病児等に対する訪問指導 （令和２年度）

新生児（未
熟児を除く）

未熟児妊婦 産婦 計
（延）

個別支援に関する検討

ハイリスク母子

他機関主催

小児慢性特定疾病児

実人員 延回数

5 6

保健所主催

実延 実 延 実

ハイリスク母子

電話

延

保健所名

ハイリスク母子

圏域内の支援体制調整会議

小児慢性特定疾病児

面接

延

694

計
（実）

乳児（未熟
児を除く）

小児慢性特
定疾病児

幼児 その他

保健所主催 他機関主催

1891

電話

小児慢性特定疾病児
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（令和２年度）

保
護
者

児
そ
の
他

計
医
師

心
理
士

理
学
療
法
士

保
育
士

保
健
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

そ
の
他

計

指 宿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  ※２

加 世 田 1 1 0 0 0 1 1 0 2 0 0 0 0 1 0 4 5

伊 集 院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

川 薩 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

出 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

大 口 1 1 0 0 1 4 0 0 4 0 0 0 0 4 0 1 5 ※２

姶 良 3 3 0 0 1 3 0 8 11 0 0 0 0 8 0 3 11

志 布 志 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  ※２

鹿 屋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

西 之 表 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

屋 久 島 1 1 0 0 0 1 1 2 4 0 1 0 0 2 0 3 6

名 瀬 2 0 0 0 2 10 5 1 16 0 0 0 0 2 0 4 6

徳 之 島 1 1 0 1 0 1 0 2 3 0 0 0 2 2 0 0 4

合 計 9 7 0 1 4 20 7 13 40 0 1 0 2 19 0 15 37

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

教
室

療
育
相
談
会

※１：１回の教室の中にグループミーティングやピアカウンセリングを同時開催していることもあるため，開催回数と内容の回数の合計は必ずしも一致しない。
※２：支所と本所が合同開催で実施しているものは，本所の方に集計する。

 オ　 集団支援

　 子どもが低出生体重児であったり，慢性疾病があるなどして育児不安のある母親や産後うつ病，虐待ハイリスク群である母親等に対して，交流会や情報提供のた
めの教室等を実施することで，母親等の不安やストレスの軽減を図るとともに，児童虐待の発生を予防することを目的とする。

区　　　　　　分

開
催
回
数
　
※
１

内容（延回数） 参加者
（延人数）

相談従事者数
（延人員）

交
流
会
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西 之 表

屋 久 島

名 瀬

徳 之 島

計

児
相

療
育
訓
練
機
関

保
育
園
等

そ
の
他

西 之 表 14 0 0 4 4 6 0 14 0 2 2 0 0 0 9 0 0 3 6 0 0

屋 久 島 6 3 1 1 1 0 4 5 4 0 0 2 0 0 1 0 0 2 0 0 0

名 瀬 35 0 3 12 7 14 0 35 21 0 14 0 0 0 0 19 1 18 5 5 9

徳 之 島 36 0 10 17 1 4 1 36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29 0 1 6

計 91 3 14 34 13 24 5 90 25 2 16 2 0 0 10 19 1 52 11 6 15

医

師

保

健

師

栄

養

士

歯

科

衛

生

士

事

務

職

そ

の

他

医

師

理

学

療

法

士

作

業

療

法

士

言

語

聴

覚

士

保

健

師

心

理

判

定

員

歯

科

医

師

看

護

師

保

育

士

そ

の

他

西 之 表 4 4 2 4 6 4 20

屋 久 島 2 3 2 2 2 2 3 14

名 瀬 4 0 8 0 0 0 0 4 0 0 0 27 8 8 55

徳 之 島 6 16 4 6 2 22 6 8 1 65

計 16 0 31 2 6 0 2 16 4 0 0 58 18 8 1 8 0 154

 （2） 乳幼児発達相談指導事業

　市町村等で実施する乳幼児健康診査等において，障害児には該当しないが，発育や精神・運動等の発達に問題の
ある乳幼児又はその恐れのある乳幼児に対して,早期に専門的支援を行うと同時に適切な指導により，児の健全な発
達を促すとともに，保護者に対しゆとりのある楽しい育児ができるよう支援する。

ア　　乳幼児発育発達クリニック

(ｱ) 　初回相談者の状況 （令和２年度）

保
健
所
名

開
催
回
数

実
人
数

相  談  内  容  （単位；人）
児側の状況

5

育児不安 児童虐待 その他 計運動発達
機能の問

題

知的な
問題

情緒行動
上の問題

言語の
問題

その他

2 5 1 0 1

4 14 1 0 8

6

0 5 0 1 20

8

0 3 0 1 0

6 36 0 1 23

4 35 0 0 23

0 36

4 1 0 0 36

11 1 0 0

8 6 1 1 98
※　児側の状況については，主たるものを計上。「児側の状況」以外の項目については，該当するものがあれば計上。

16 90 2 1 55 24

(ｲ) 　相談結果 （令和２年度）

保
健
所
名

相
談
延
人
数

(

人

）

診断

相
談
実
人
数

(

人

）

処遇方針

運
動
発
達
の
遅
れ
・
疑
い

知
的
発
達
の
遅
れ
・
疑
い

情
緒
発
達
の
遅
れ
・
疑
い

言
語
発
達
の
遅
れ
・
疑
い

そ
の
他

異
常
な
し

終
了

要
指
導

要観察

要
精
密

要
医
療

その他

再
相
談

訪
問

電
話
確
認

市
町
村
育
児
教
室

他機関紹介

そ
の
他

※　診断欄は，１回ごとの相談における診断名（重複あり）を計上。
※　処遇方針は，一人の児に対して，年度を通じて方針としてあがった項目を全て実件数で計上。

(ｳ) 　従事者状況 （令和２年度）

保

健

所

名

実

施

回

数

　保　健　所 　そ　の　他

計
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(ｱ) 　相談者の状況                             　　　　　　　　　　　　　　　          （令和２年度）

17 41 23 37 3 4

53 70 39 54 14 16

56 73 44 57 12 16

95 179 83 122 46 57

19 38 17 25 11 13

8 18 6 11 5 7

290 332 208 233 91 99

29 50 27 47 3 3

128 206 111 132 50 74

20 34 8 13 12 21

3 4 2 2 1 2

22 30 21 26 4 4

16 20 6 6 10 14

756 1,095 595 765 262 330

5 24 5 13 2 11

761 1,119 595 765 267 343 2 11

17 41 0 0 0 0 0 0 40 1 0

53 70 0 0 0 0 0 0 69 0 1

56 73 1 3 1 1 0 0 66 0 1

95 179 0 5 0 0 1 0 173 0 0

19 38 0 0 0 0 0 0 38 0 0 1

8 18 0 0 0 0 0 0 17 0 1

290 332 0 0 0 1 0 0 330 0 1

29 50 0 0 0 0 0 0 50 0 0

128 206 1 0 0 0 0 0 202 1 2 1

20 34 0 0 0 0 1 0 32 0 1

3 4 0 2 0 0 0 0 2 0 0

22 30 0 0 0 0 0 0 30 0 0

16 20 0 0 0 0 0 0 20 0 0

756 1,095 2 10 1 2 2 0 1,069 2 7 2

5 24 1 22 0 0 0 1 0 0 0 3

761 1,119 3 32 1 2 2 1 1,069 2 7 5

実

 （３） 不妊治療対策事業

ア　不妊専門相談センター事業

　機関
実

　不妊に悩む夫婦等に対し，一般相談窓口（保健所）と専門相談窓口（鹿児島大学病院）を開設し，不妊に関する情報提供や不妊相談を行う。

相談者
相談(全体） 面接 電話

川 薩

メール

実 延 延

出 水

大 口

延 実 延

姶 良

志 布 志

鹿 屋

西 之 表

屋 久 島

名 瀬

加 世 田

伊 集 院

偏見や無
理解への

不満

徳 之 島

●一般相談窓口
保 健 所 計

● 専 門 相 談 窓 口
鹿 児 島 大 学 病 院

総 計

(ｲ) 　相談内容                                           　　　　　　　　                     　　　　　　　                    　　  　   （令和２年度）

費用・助成
制度

治療と仕事
の両立

保
健
所

指 宿

出 水

内容 相談者数 主たる相談内容

実 延 不妊の原因 検査・治療 病院情報
主治医・病
院への不

満

屋 久 島

家族に関
すること

その他 不育(再掲)
　機関

保
健
所

指 宿

加 世 田

伊 集 院

川 薩

名 瀬

徳 之 島

●一般相談窓口
保 健 所 計
● 専 門 相 談 窓 口
鹿 児 島 大 学 病 院

総 計

大 口

姶 良

志 布 志

鹿 屋

西 之 表
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(ｱ)　助成件数

体外
受精

顕微
授精

併用 その他
（採卵のみ等）

計

指 宿 14 17 18 24 25 33 39 11 25 22 28 3 23 5 5 36

加 世 田 47 54 51 78 74 77 65 71 52 45 63 14 25 7 11 57

伊 集 院 34 52 58 52 50 53 71 51 53 83 59 16 24 3 19 62

川 薩 95 99 120 118 144 141 135 86 95 90 144 27 71 11 25 134

出 水 41 47 57 66 74 71 73 54 63 55 60 15 17 1 9 42

大 口 18 15 15 20 17 24 29 19 21 30 25 0 9 1 2 12

姶 良 169 147 238 250 296 272 272 261 251 234 240 37 142 48 36 263

志 布 志 35 33 51 66 69 46 51 50 56 61 51 6 27 16 6 55

鹿 屋 69 105 136 122 136 145 156 111 131 116 170 25 63 15 26 129

西 之 表 18 9 7 8 18 21 29 11 15 14 25 0 5 1 9 15

屋 久 島 14 8 10 8 17 10 11 7 6 7 13 0 1 0 0 1

名 瀬 15 24 24 41 38 44 55 42 51 43 44 3 13 0 10 26

徳 之 島 18 21 23 28 31 37 29 27 23 16 27 1 10 0 5 16

小　　　計 587 631 808 881 989 974 1015 801 842 816 949 147 430 108 163 848

（参考）鹿児島市 392 467 580 623 812 829 884 718 707 776 866 999

県　　総　　計 979 1098 1388 1504 1801 1,803 1,899 1,519 1,549 1,592 1,815 1,847

28

イ　不妊治療費助成事業

　　　　　年度

 保健所名
24 2522 23 30 令和元

　体外受精及び顕微授精による不妊治療を受ける夫婦に対し，不妊治療費助成金を給付する。

26

令和２

平成21 27 29
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1 1 0 0 1 1

1 1 0 0 1 1

1 1 0 0 1 1

1 1 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0

3 3 0 0 3 3

4 8 0 0 4 8

1 1 0 0 1 1

7 18 1 2 7 16

1 1 1 1 0 0

2 2 1 1 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

22 37 3 4 20 33

198 308 192 290 6 18

220 345 3 4 212 323 6 18

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

0 0

3 3 1 1 1

4 8 1 7

1 1 1

7 18 17 1

1 1 1

2 2 2

0 0

0 0

22 37 2 20 1 0 0 0 14

198 308 3 33 8 7 42 12 203

220 345 5 53 9 7 42 12 217

 （４） 女性健康支援センター事業

ア　女性健康支援センター事業

　思春期から更年期に至る女性に対し，一般相談窓口（保健所）と専門相談窓口（鹿児島県助産師会）を開設し，女性の健
康や予期せぬ妊娠，出産等に関する情報提供や相談を行う。

(ｱ) 　相談者の状況                                       　　　　　　　　　　　　　　        （令和２年度）

相談者
相談(全体） 面接 電話 メール

実 延 実 延 実 延 実 延
　機関

保
健
所

（
一
般
相
談
窓
口

）

指 宿

加 世 田

伊 集 院

川 薩

出 水

大 口

姶 良

志 布 志

鹿 屋

西 之 表

屋 久 島

不妊

名 瀬

徳 之 島

● 一 般 相 談 窓 口
保 健 所 計

● 専 門 相 談 窓 口
( 県 助 産 師 会 )

総 計

(ｲ) 　相談内容                                                                                　　  　   （令和２年度）

出 水

内容 相談者数 主たる相談内容

実 延 思春期 妊娠・避妊
予期せぬ

妊娠

屋 久 島

メンタルケ
ア

更年期 その他
　機関

保
健
所

（
一
般
相
談
窓
口

）

指 宿

加 世 田

伊 集 院

川 薩

名 瀬

徳 之 島

● 一 般 相 談 窓 口
保 健 所 計

● 専 門 相 談 窓 口
( 県 助 産 師 会 )

総 計

大 口

姶 良

志 布 志

鹿 屋

西 之 表
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（実人員）

平成23 24 25 26 27 28 29 30 令和元 2

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
165 173 162 206 151 151 154 159 152 154

(250) (245) (236) (326) (239) (247) (253) (258) (264) (261)
129 138 144 180 146 141 137 121 108 101

(178) (196) (211) (290) (218) (210) (213) (199) (187) (170)
35 42 44 68 34 38 34 38 36 35

(45) (55) (61) (97) (55) (62) (59) (61) (68) (67)
283 312 324 404 352 353 373 364 388 378

(497) (570) (606) (835) (655) (632) (665) (648) (668) (663)
482 499 516 648 517 519 499 436 389 374

(748) (764) (790) (1,100) (789) (791) (760) (675) (627) (581)
49 55 52 69 39 37 41 32 30 38

(80) (87) (84) (113) (61) (62) (68) (56) (55) (59)
110 97 93 136 107 104 99 90 85 93

(157) (150) (143) (240) (158) (158) (161) (152) (150) (160)
50 43 42 57 33 24 27 30 25 26

(69) (66) (67) (96) (52) (42) (46) (49) (45) (44)
43 45 51 55 40 49 60 54 55 52

(67) (59) (65) (74) (63) (77) (90) (87) (81) (72)
62 56 55 87 86 96 116 114 139 134

(76) (72) (79) (147) (129) (138) (164) (170) (207) (218)
32 27 26 31 50 62 65 75 74 70

(51) (40) (41) (62) (72) (92) (101) (112) (114) (114)
－ － － 0 15 17 22 22 27 31

2 25 (27) (33) (34) (43) (47)
－ － － 1 2 3 4 5 6 6

1 4 (6) (7) (9) (9) (8)
－ － － － － － － 5 7 10

(12) (16) (19)
－ － － － － － － 1 2 1

(3) (5) (5)
1,440 1,487 1,509 1,941 1,555 1,574 1,631 1,540 1,523 1,503

(2,218) (2,304) (2,383) (3,380) (2,491) (2,511) (2,620) (2,510) (2,539) (2,488)
※(注)１

※(注)２

※令和２年度の妊産婦貧血1名は産科出血も該当

0

染色体または遺伝子に変化を伴う症候群

皮 膚 疾 患

骨 系 統 疾 患

脈 管 系 疾 患

　　計

00

0

0

膠 原 病

糖 尿 病

先 天 性 代 謝 異 常

血友病等血液・免疫疾
患

神 経 ・ 筋 疾 患

0

0

２５

0

0

悪 性 新 生 物

慢 性 腎 疾 患

慢 性 呼 吸 器 疾 患

慢 性 心 疾 患

内 分 泌 疾 患

2(3)３０ 2(1) 0(1) 0

1(2)２８ 0(1) 1(1) 0 0 0

0(1) 0

0

0

0(1)

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0 0

0

糖尿病

0

年度

２３

（２） 妊娠高血圧症候群等療養援護

２６ 1 0 0

２４

9

１８

１９

２２

　平成19年度分から， （　　）内に鹿児島市を含む受給者数を再掲。

２０

２１

0

0

計

4

5

5

3　医療給付

0

　　　　　　　　　　　年度
　疾患群名

慢 性 消 化 器 疾 患

（実人員）

3

1

　　（１）　小児慢性特定疾病医療費助成事業（旧小児慢性特定疾患治療研究事業）

　　国の定める対象疾病に罹患している18歳未満の児童に対して，治療の確立と普及を図り，併せて患者家庭の医療費
の負担軽減に資するため医療費の自己負担の一部を助成する。

2

4

8

給　　　　　付　　　　　人　　　　　員

0

0

0

1(1)

6

2

1

2

0(1)

02

2 2

0

(注）　平成27年度分から （　　）内に鹿児島市を含む受給者数を再掲。

　妊娠高血圧症候群等に罹患している妊産婦（所得税額30,000円以下の世帯が対象）で入院治療が必要な場合に，入
院治療に要した費用の一部を助成する。

8 1

4

２７

　　　区分

2 0 2(２) 2(5)

0

0

2

　平成26年12月まで「小児慢性特定疾患治療研究事業」として実施。
　平成27年1月から児童福祉法の改正により，「小児慢性特定疾病医療費助成事業」に移行し，対象疾病の拡大などが図られた。
　平成26年度については，「小児慢性特定疾患治療研究事業」と「小児慢性特定疾病医療費助成事業」のそれぞれで実人員を集
計しており，重複受給を含むため，他の年度との比較はできない。

妊産婦貧血 産科出血 心疾患
妊娠高血圧症
（妊娠中毒症）

1(2)２９ 0 2(3) 0 0 0

2(2)令和元 0(1) 1(2) 0 0 0
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